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　『
佐
久
の
薫
風
』
第
２
号
を
発

刊
し
て
、
第
３
号
か
ら
の
編
集

に
思
い
が
馳
せ
ま
す
。

　
年
２
回
発
刊
の
限
ら
れ
た
紙

面
で
す
が
、
佐
久
学
園
の
教
育
・

研
究
・
地
域
連
携
活
動
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。
学
園
が
未

来
に
描
く
夢
を
実
現
す
る
楽
し

さ
、
喜
び
を
皆
様
と
共
有
で
き

る
編
集
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
記
事
の
組
み
立
て
や
内
容
な

ど
に
対
す
る
皆
様
の
厳
し
い
意

見
が
励
み
で
す
。
多
く
の
協
力
を

頂
い
て
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る

編
集
が
で
き
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
き
ま
す
。（
Ｍ
）

　
学
生
の
夢
や
目
標
を
具
体
的

に
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
間
に

段
階
的
に
目
標
を
設
定
し
そ
れ

に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。
マ
ナ
ー
や
履
歴
書
の

書
き
方
等
実
践
的
な
講
座
も
行

な
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援

学友会か
ら

同窓会か
ら

後援会か
ら

【就職】小諸厚生総合病院／北アルプス医療センターあづみ病院／北信総
合病院／佐久総合病院／篠ノ井総合病院／下伊那厚生病院／新町病院／長
野松代総合病院／富士見高原医療福祉センター／鹿教湯三才山リハビリテ
ーションセンター／浅間総合病院／飯田市立病院／相澤病院／信州大学医学
部附属病院／長野県立阿南病院／長野県立こども病院／長野赤十字病院／
諏訪赤十字病院／健和会病院／長野中央病院／長野市民病院／小諸高原病
院／新生病院／市立甲府病院／山梨県立中央病院／山梨大学医学部附属病
院／あさひの丘病院／川崎幸病院／藤沢市民病院／日本医科大学附属病院
／昭和大学病院／春日部中央総合病院／名古屋医療センター／佐久市／小
諸市／山形村／東京都福祉保健局
【進学】佐久大学別科助産専攻

■日本私立学校振興・共済事業団 
　平成26年度私立大学等経常費補助金
　特別補助「未来経営戦略推進経費」採択 
　補助額 3,905千円

　「私立大学等改革総合支援事業」選定 
　経常費補助金を増額

 ■文部科学省 
　平成26年度私立大学等教育研究活性化設備整
　備事業補助金 
　タイプ1「教育の質的転換」採択 
　補助交付決定額 8,145千円

 ■長野県 
　平成26年度大学・地域連携事業補助金 採択 
　補助金内示額 2,450千円

　平成27年3月14日（土）、平成26年度卒業式後に第4回入会式と第5回
総会が行われました。総会での議案も全て議決承認されました。これから、
秋桜会として様々な企画を通して同窓生だけでなく、在学生や地域の方々
との交流の場を増やしていければと考えています。皆さんの御協力をお願
いします。

■お知らせ 氏名・住所・勤務先等、登録情報に変更がありましたら下記まで、連
絡をお願いします。また、同窓会へのご意見・ご要望等もお寄せくだ
さい。

■役員紹介 会長 浅野 祐樹　　　副会長 青木 友香理

平成26年度事業報告及び収支決算報告
平成27年度事業計画及び収支予算書
平成27年度役員選任について
会則の改定（信州短期大学部のみ）

■平成27年度 新役員紹介
佐久大学後援会
会長／田嶋丈司　　副会長／飯島久幸

佐久大学信州短期大学部後援会
会長／佐瀬雅子　　副会長／片井美保

皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

佐久大学信州短期大学部［4月3日（金）］、佐久大学
［4月4日（土）］に定期総会が開催され、下記の議案
について承認されました。

　「みんなで合格100％！に応えられなかった」と不合格者が異口同音に語った。全員合
格まであとわずか。難化傾向の国家試験対策には、勉学姿勢とくに丸暗記でない、看護
専門職としての根拠に基づいた判断力が育つ日頃の学びが欠かせません。大学では国家
試験の合格と学びの喜び・深化とが表裏一体となるよう学習支援しています。

看護学部看護学科

平成26年度 進路一覧

【就職】丸の内病院／聖路加国際病院／小諸厚生総合病院／市立甲府病院／
飯山赤十字病院／北信総合病院／JA広島総合病院／佐久総合病院佐久医療
センター／長野松代総合病院／上越総合病院／柏崎総合医療センター／長野
中央病院／篠ノ井総合病院／北信総合病院

別科助産専攻

【就職】シルバーランドみつい・きしの／佐久愛の郷／のべやま／りんごの郷
／ローマンうえだ／うつくしの里／千曲園／いこい／佐久福寿園／恵仁会／さ
くら苑／コンフォート岡田／結いの家／御代田町社会福祉協議会／須坂やす
らぎの園／やすらぎの園／さくら／鹿教湯三才山リハビリテーションセンター
鹿教湯病院／メディトピア小諸／北アルプス医療センターあづみ病院／佐久
療護園／グループホームせせらぎ／陽だまりの家／ハートフルケアたてしな 
／ゼビオ株式会社

佐久大学信州短期大学部

平成26年度補助金採択事業

平成27年度
後援会定期総会について

平成26年度 国家試験受験状況

佐久大学同窓会「秋桜会」　
定期総会が開催されました

秋桜会事務局（学生課）電話 0267-68-6680　E-mail.cosmos@saku.ac.jp

第104回看護師

第101回保健師

第098回助産師

82名

81名

15名

78名

81名

15名

95.1%

100.0%

100.0%

受験者数（新卒者） 合格者数 合格率

95.5%

99.6%

99.9%

全国平均

編
集
後
記
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教育・研究活動の紹介 … 2・3

事務局だより … 3

佐久大学信州短期大学部が変わります … 4
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　心臓移植手術が必要な小松愛子ち
ゃんのため、10月中旬から11月1日・
2日の大学祭まで募金活動を行いま
した。大学祭にご来場の皆様と学生・
教職員の募金、大学祭実行委員会の
模擬店売上を合わせ、募金総額は
114,061円となり、あいこちゃん
を救う会事務局へ大学祭実行委員長

より手渡しました。大勢の皆様にご協力いただき本当にありがとうござい
ました。

［8］佐久の薫風　Vol.2　　平成27年4月30日
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　教務課は、日々の学修をより良くおこなえるように学
生や教員を教学面から支援する部署です。大学での学び
の可能性を自ら広げ、より充実した学生生活を過ごそう
とする学生を全力でサポートしています。
　主な業務は次のとおりです。

①学籍に関すること（休学・退学・復学等の学籍異動の処
　理、学生記録票の保存・管理など）
②授業に関すること（教育課程・授業時間割の編成、シラ
　バスの作成、授業日程・休講・補講等の管理、出欠管理、
　レポート等課題の受付、授業評価アンケートの計画・実
　施など）
③履修に関すること（履修登録・変更、履修者名簿の作成、
　履修指導・相談など）
④試験・成績に関すること（定期試験等の準備、成績の管
　理、既修得単位の認定など）
⑤学位審査に関すること

⑥研究倫理審査に関すること
⑦証明書に関すること（成績・卒業見込証明書等の発行、
　学生証の再発行など）
⑧資格取得に関すること（看護師等国家試験受験手続、
　介護福祉士資格登録、秘書士等資格称号認定、各種検
　定等）
⑨他大学との単位互換に関すること
⑩教育機器等に関すること（教育機器の貸出・管理WEB
　メール・連絡網システムの管理・運用、テキスト・教材
　など）
⑪その他教務に関すること

　授業の履修や成績、その他教務に関することについて
窓口で相談を受け付けています。
　今後も学生の多様性を尊重し、教職協働して修学支援
の更なる向上に努めて参ります。

教
育
・
研
究
活
動
の
紹
介介

仕
事
と
両
立
さ
せ
て
学
ぶ

女
性
の
生
き
方
を
支
援
す
る

皆
で
乗
り
越
え
よ
う

「
悩
み
多
き
時
代
」

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

教務課 に
は

佐
久
学
園
に

4
つ
の
教
育
課
程
が
あ
り
、

が
教
育
目
標
に
向
か
っ
て
特
色
あ
る
教
育
に

そ
れ
ぞ
れ
がで

い
ま
す

取
り
組
ん
で

。

共通科目

総合的分野 専門分野

大学院カリキュラム1～2年次共通

チューターグループのお花見

新生児蘇生法講習会

臨床看護学

看護学特別研究

総合看護学

地域看護学

　
平
成
27
年
3
月
13
日
、
42
名
の
学
生

が
学
舎
を
あ
と
に
、
高
齢
者
介
護
施
設
、

障
害
者
施
設
等
へ
就
職
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

2
年
間
の
学
び
を
通
し
て
介
護
福
祉
士

の
仕
事
の
意
味
、
尊
さ
、
厳
し
さ
を
少

し
は
理
解
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
実
際
に
利
用
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

施
設
の
同
僚
、
地
域
の
関
係
者
と
接
し

て
い
く
な
か
で
、
思
い
悩
む
こ
と
が
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
る

こ
と
で
本
学
で
の
学
び
の
上
に
、
や
さ

し
い
介
護
の
な
ん
た
る
か
を
修
得
す
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
全
員
が

「
一
層
の
研
鑽
が
必
要
だ
」
と
口
に
す
る

の
を
聞
き
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
介
護
人
材
の
育
成

を
使
命
と
す
る
本
学
で
す
が
、
介
護
福

祉
士
を
目
指
す
志
願
者
が
減
少
し
て
い

る
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
介
護
人

材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め

る
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
に
、
特
に
中

学
生
・
高
校
生
に
、
介
護
の
仕
事
の
尊
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い

く
か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て「
信
州
短
期
大
学

部
に
お
け
る
新
し
い
介
護
の
学
び
方
」

コ
ー
ス
選
択
制
と
長
期
履
修
制
度
を
導

入
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ
て
学
び
や

す
い
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
短
期
大
学
部
で
は
毎
年
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
4

講
座
を
開
講
し
、
今
後
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
長
野
県

の「
社
会
貢
献
事
業
」
と
し
て「
介
護
環

境
改
善
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
継
続
し
て
認
知
症
予
防
を
テ
ー

マ
に
連
続
公
開
講
座
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
本
学
が
地
域
に
根
ざ
す
た
め
、
地

域
の
方
々
の
役
に
立
ち
、
面
白
い
こ
と

を
や
っ
て
い
る
か
ら
足
を
運
ん
で
み
る

か
、
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
身
近

な
大
学
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
本
学
別
科
助
産
専
攻
は
2
0
0
9
年

の
開
設
以
来
、
地
域
社
会
の
中
で
母
子

保
健
の
発
展
向
上
を
担
え
る
助
産
師
教

育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
母
と
子

二
つ
の
命
に
寄
り
添
い
、
女
性
と
家
族
、

乳
幼
児
の
健
康
を
支
え
る
力
を
養
え
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
助
産
師
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
修
了
し
た

8
7
名
が
助
産
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
別
科
助
産
専
攻
は
佐
久
大
学
の
理
念

の
基
、
真
理

を
探
究
で
き

る
自
律
し
た

助
産
師
を
育

成
す
る
た
め

に
、
実
習
現

場
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き

な
が
ら
前
進

し
て
き
ま
し
た
。
佐
久
市
市
民
健
康
部
、

佐
久
総
合
病
院
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
、

浅
間
総
合
病
院
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
、

花
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
助
産
所

と
う
み
、
助
産
所
ほ
や
ほ
や
等
多
く
の

施
設
に
実
習
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
実
習
施
設
の
ご
協
力
も
あ
り
、

ま
た
、
充
実
し
た
教
育
が
で
き
る
講
師

陣
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
学
生
が

学
び
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
助
産
師
は
女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
深
く
関
わ
る
職
業
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
5
年
を
見
据
え

て
様
々
な
国
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
家
庭

の
在
り
方
も
様
々
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
助
産
師
は
、

今
こ
そ
女
性
の
一
生
を
通
し
て
家
族
の

成
長
支
援
を
心
が
け
、
将
来
を
見
据
え

た
子
育
て
世
代
の
女
性
支
援
を
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
助
産
師
の
手
」

を
活
か
す
場
所
を
積
極
的
に
開
拓
し
、

活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
助
産
師
の

社
会
貢
献
に
も
な
り
ま
す
。

　
別
科
助
産
専
攻
で
は
、
出
前
講
座
と

し
て
学
生
が
高
校
に
出
向
き
、
母
子
の

つ
な
が
り
や
命
を
テ
ー
マ
に
授
業
や
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
も
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
楽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
本
学
の
別
科
助
産
専
攻
で
取
得
で

き
る
資
格
・
免
許

○
助
産
師
国
家
試
験
受
験
資
格

○
受
胎
調
節
実
地
指
導
員

○
新
生
児
蘇
生
法
「
専
門
」コ
ー
ス

　（
Ａ
コ
ー
ス
）
認
定
資
格

　
青
年
期
は
お
と
な
へ
の
入
り
口
で
あ

り
、
悩
み
の
多
い
時
代
で
す
。
友
人
関

係
の
希
薄
化
や
生
活
経
験
の
乏
し
さ
は
、

悩
み
を
深
め
て
し
ま
い
ま
す
。
高
校
生

ま
で
は
用
意
さ
れ
た
環
境
で
過
ご
し
て

き
た
学
生
に
と
っ
て
、
大
学
は
自
分
で

課
題
を
見
出
し
学
修
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
転
換
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
学
看
護
学
科
で
は
、
グ
ル

ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

数
の
教
員
と

複
数

全
学
年
混
合

の
約約
40
名
弱
の
学
生
が
一つ
の

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
は

新

生
に

入
生

と
っ
て
仲
間
を
得
る

に
な

機
会
に

り
、
早
い
時
期
に
自
分

所

の
居
場

を
見
つ
け
、
大
学
生
活

な
情
報

に
必
要
な

を
得
や
す
く
し
ま
す
。

22
│

4

生
に

年
次
生

と
っ
て
は
、
自
分
た
ち

の
経
験
を
後
輩

の
経
験

後

に
伝
え
後
輩
を
援
助

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
経
験

を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
他
者
と
協
働
す
る
力
を
養
う
こ
と

も
意
図
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
を
数
人
の
教
員
が
担
当
し
て
い

る
の
で
学
生
は
相
談
し
や
す
い
教
員
が

で
き
、
実
習
中
で
教
員
が
大
学
に
不
在

に
な
る
時
期
に
も
グ
ル
ー
プ
担
当
の
誰

か
が
必
ず
学
内
で
相
談
に
の
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
制
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
細
や
か

な
学
生
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
昨
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
費
が
予

算
化
さ
れ
活
動
は
活
発
化
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
が「
学
生
と

共
に
大
学
の
伝
統
を
創
っ
て
い
く
」も
の

に
な
る
よ
う
運
営
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

　
教
員
は
、
で
き
る
だ
け
学
生
同
士
が

交
流
し
、
自
主
的
活
動
を
通
し
て
自
分

自
身
の
課
題
や
将
来
の
目
標
を
見
出

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
の

効
果
が
見
え
る
ま
で
に
は
少
し
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
仲
間
や

先
輩
、
後
輩
、

教
員
と
の
豊

か
な
関
係
の

中
で
培
っ
た

力
が
社
会
に

出
て
発
揮
で

き
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま

す
。

　
本
学
大
学
院
修
士
課
程
で
は
、
看
護

職
と
し
て
実
践
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
解
決
し
た
い
課
題
を
中
心

に
、
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
教

員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
研
究
的
な
手

法
に
よ
っ
て
論
文
を
作
成
し
て
ゆ
き
ま

す
。
研
究
領
域
と
し
て
は
、
国
際
、
教

育
、
管
理
、
母
子
、
成
人
、
老
年
・
精
神
、

地
域
・
在
宅
の
各
看
護
学
が
あ
り
ま
す
。

院
生
は
、
研
究
法
や
看
護
の
理
論
や
実

践
に
関
わ
る
科
目
の
授
業
も
受
け
、
2

│

4
年
か
け
て
学
修
し
ま
す
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
院
生
に
と
っ
て
看
護
や
実

践
を
体
系
的
に
深
く
考
え
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、2
0
1
5
年
3

月
に
第
2
期
修
了
生
4
名
が
修
士
の

学
位
を
授
与
さ
れ
て
社
会
に
出
ま
し
た
。

本
大
学
院
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
点
で

す
。

〇
在
職
の
ま
ま
就
学
可
能
な

　
長
期
履
修
制
度

　
2
年
間
の
修
業
年
限
で
は
仕
事
と
の

両
立
が
難
し
い
方
も
多
く
、
ほ
と
ん
ど

の
院
生
が
、
3
・
4
年
間
か
け
て
計
画

的
に
履
修
す
る
長
期
履
修
制
度
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
学
費
は

2
年
間
分
で
す
。

〇
少
人
数
学
習
で
の
細
や
か
な
指
導

　
院
生
一
人
に
責
任
を
持
っ
て
修
士
論

文
を
指
導
す
る
教
員
が
2
名
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
授
業
や
学
生
生
活
に
関
し
て
、

教
員
や
上
級
学
生
が
相
談
に
乗
っ
た
り

助
言
を
し
ま
す
。
授
業
も
少
人
数
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
課
題
の
ま
と
め
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
院
生
一
人
ず

つ
に
目
配
り
し
た
丁
寧
な
履
修
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

〇
国
際
的
視
点
か
ら
の
看
護
の
理
解

　
タ
イ
、
米
国
な
ど
海
外
の
講
師
や
国

際
活
動
の
経
験
豊
か
な
教
員
に
よ
る
授

業
は
、
日
常
的
な
視
野
か
ら
解
放
さ
れ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
看
護
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
学
習
環
境
の
整
備

　
院
生
専
用
の
研
究
室
は
Ｐ
Ｃ
を
備
え
、

休
日
、
夜
間
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
図
書
館
で
は
、

国
内
外
の
看
護
専
門

雑
誌
を
閲
覧
し
、
研

究
論
文
を
検
索
す
る

文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

〇
院
生
と
教
員
の

　
継
続
的
つ
な
が
り

　
様
々
な
領
域
の
経

験
豊
か
な
教
員
や
院

生
と
の
交
流
の
中
で
、

職
場
や
経
験
の
違
い

を
超
え
た
多
彩
な

指
導
者
・
仲仲
間間
に
出
会
え

に
出
会
え
、、

大
学
院
修
了
後
も
継
続
す
る
つ
な
が
り

が
深
ま
り
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
専
門
職
と
し
て
の

仕
事
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。



［3］ ［2］佐久の薫風　Vol.2　　平成27年4月30日 佐久の薫風　Vol.2　　平成27年4月30日

　教務課は、日々の学修をより良くおこなえるように学
生や教員を教学面から支援する部署です。大学での学び
の可能性を自ら広げ、より充実した学生生活を過ごそう
とする学生を全力でサポートしています。
　主な業務は次のとおりです。

①学籍に関すること（休学・退学・復学等の学籍異動の処
　理、学生記録票の保存・管理など）
②授業に関すること（教育課程・授業時間割の編成、シラ
　バスの作成、授業日程・休講・補講等の管理、出欠管理、
　レポート等課題の受付、授業評価アンケートの計画・実
　施など）
③履修に関すること（履修登録・変更、履修者名簿の作成、
　履修指導・相談など）
④試験・成績に関すること（定期試験等の準備、成績の管
　理、既修得単位の認定など）
⑤学位審査に関すること

⑥研究倫理審査に関すること
⑦証明書に関すること（成績・卒業見込証明書等の発行、
　学生証の再発行など）
⑧資格取得に関すること（看護師等国家試験受験手続、
　介護福祉士資格登録、秘書士等資格称号認定、各種検
　定等）
⑨他大学との単位互換に関すること
⑩教育機器等に関すること（教育機器の貸出・管理WEB
　メール・連絡網システムの管理・運用、テキスト・教材
　など）
⑪その他教務に関すること

　授業の履修や成績、その他教務に関することについて
窓口で相談を受け付けています。
　今後も学生の多様性を尊重し、教職協働して修学支援
の更なる向上に努めて参ります。

教
育
・
研
究
活
動
の
紹
介介

仕
事
と
両
立
さ
せ
て
学
ぶ

女
性
の
生
き
方
を
支
援
す
る

皆
で
乗
り
越
え
よ
う

「
悩
み
多
き
時
代
」

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

教務課 に
は

佐
久
学
園
に

4
つ
の
教
育
課
程
が
あ
り
、

が
教
育
目
標
に
向
か
っ
て
特
色
あ
る
教
育
に

そ
れ
ぞ
れ
がで

い
ま
す

取
り
組
ん
で

。

共通科目

総合的分野 専門分野

大学院カリキュラム1～2年次共通

チューターグループのお花見

新生児蘇生法講習会

臨床看護学

看護学特別研究

総合看護学

地域看護学

　
平
成
27
年
3
月
13
日
、
42
名
の
学
生

が
学
舎
を
あ
と
に
、
高
齢
者
介
護
施
設
、

障
害
者
施
設
等
へ
就
職
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

2
年
間
の
学
び
を
通
し
て
介
護
福
祉
士

の
仕
事
の
意
味
、
尊
さ
、
厳
し
さ
を
少

し
は
理
解
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
実
際
に
利
用
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

施
設
の
同
僚
、
地
域
の
関
係
者
と
接
し

て
い
く
な
か
で
、
思
い
悩
む
こ
と
が
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
る

こ
と
で
本
学
で
の
学
び
の
上
に
、
や
さ

し
い
介
護
の
な
ん
た
る
か
を
修
得
す
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
全
員
が

「
一
層
の
研
鑽
が
必
要
だ
」
と
口
に
す
る

の
を
聞
き
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
介
護
人
材
の
育
成

を
使
命
と
す
る
本
学
で
す
が
、
介
護
福

祉
士
を
目
指
す
志
願
者
が
減
少
し
て
い

る
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
介
護
人

材
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め

る
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
に
、
特
に
中

学
生
・
高
校
生
に
、
介
護
の
仕
事
の
尊
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い

く
か
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て「
信
州
短
期
大
学

部
に
お
け
る
新
し
い
介
護
の
学
び
方
」

コ
ー
ス
選
択
制
と
長
期
履
修
制
度
を
導

入
し
、
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ
て
学
び
や

す
い
環
境
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
短
期
大
学
部
で
は
毎
年
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
4

講
座
を
開
講
し
、
今
後
も
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
長
野
県

の「
社
会
貢
献
事
業
」
と
し
て「
介
護
環

境
改
善
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
継
続
し
て
認
知
症
予
防
を
テ
ー

マ
に
連
続
公
開
講
座
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
本
学
が
地
域
に
根
ざ
す
た
め
、
地

域
の
方
々
の
役
に
立
ち
、
面
白
い
こ
と

を
や
っ
て
い
る
か
ら
足
を
運
ん
で
み
る

か
、
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
身
近

な
大
学
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
本
学
別
科
助
産
専
攻
は
2
0
0
9
年

の
開
設
以
来
、
地
域
社
会
の
中
で
母
子

保
健
の
発
展
向
上
を
担
え
る
助
産
師
教

育
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
母
と
子

二
つ
の
命
に
寄
り
添
い
、
女
性
と
家
族
、

乳
幼
児
の
健
康
を
支
え
る
力
を
養
え
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
助
産
師
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
修
了
し
た

8
7
名
が
助
産
師
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
別
科
助
産
専
攻
は
佐
久
大
学
の
理
念

の
基
、
真
理

を
探
究
で
き

る
自
律
し
た

助
産
師
を
育

成
す
る
た
め

に
、
実
習
現

場
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き

な
が
ら
前
進

し
て
き
ま
し
た
。
佐
久
市
市
民
健
康
部
、

佐
久
総
合
病
院
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー
、

浅
間
総
合
病
院
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
、

花
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
助
産
所

と
う
み
、
助
産
所
ほ
や
ほ
や
等
多
く
の

施
設
に
実
習
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
実
習
施
設
の
ご
協
力
も
あ
り
、

ま
た
、
充
実
し
た
教
育
が
で
き
る
講
師

陣
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
学
生
が

学
び
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
助
産
師
は
女
性
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
深
く
関
わ
る
職
業
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
2
0
2
5
年
を
見
据
え

て
様
々
な
国
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、
家
庭

の
在
り
方
も
様
々
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
社
会
の
中
で
助
産
師
は
、

今
こ
そ
女
性
の
一
生
を
通
し
て
家
族
の

成
長
支
援
を
心
が
け
、
将
来
を
見
据
え

た
子
育
て
世
代
の
女
性
支
援
を
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
助
産
師
の
手
」

を
活
か
す
場
所
を
積
極
的
に
開
拓
し
、

活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
助
産
師
の

社
会
貢
献
に
も
な
り
ま
す
。

　
別
科
助
産
専
攻
で
は
、
出
前
講
座
と

し
て
学
生
が
高
校
に
出
向
き
、
母
子
の

つ
な
が
り
や
命
を
テ
ー
マ
に
授
業
や
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
も
大
事

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
楽
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

　
本
学
の
別
科
助
産
専
攻
で
取
得
で

き
る
資
格
・
免
許

○
助
産
師
国
家
試
験
受
験
資
格

○
受
胎
調
節
実
地
指
導
員

○
新
生
児
蘇
生
法
「
専
門
」コ
ー
ス

　（
Ａ
コ
ー
ス
）
認
定
資
格

　
青
年
期
は
お
と
な
へ
の
入
り
口
で
あ

り
、
悩
み
の
多
い
時
代
で
す
。
友
人
関

係
の
希
薄
化
や
生
活
経
験
の
乏
し
さ
は
、

悩
み
を
深
め
て
し
ま
い
ま
す
。
高
校
生

ま
で
は
用
意
さ
れ
た
環
境
で
過
ご
し
て

き
た
学
生
に
と
っ
て
、
大
学
は
自
分
で

課
題
を
見
出
し
学
修
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
転
換
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
学
看
護
学
科
で
は
、
グ
ル

ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

数
の
教
員
と

複
数

全
学
年
混
合

の
約約
40
名
弱
の
学
生
が
一つ
の

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
は

新

生
に

入
生

と
っ
て
仲
間
を
得
る

に
な

機
会
に

り
、
早
い
時
期
に
自
分

所

の
居
場

を
見
つ
け
、
大
学
生
活

な
情
報

に
必
要
な

を
得
や
す
く
し
ま
す
。

22
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4

生
に

年
次
生

と
っ
て
は
、
自
分
た
ち

の
経
験
を
後
輩

の
経
験

後

に
伝
え
後
輩
を
援
助

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
経
験

を
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
他
者
と
協
働
す
る
力
を
養
う
こ
と

も
意
図
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
を
数
人
の
教
員
が
担
当
し
て
い

る
の
で
学
生
は
相
談
し
や
す
い
教
員
が

で
き
、
実
習
中
で
教
員
が
大
学
に
不
在

に
な
る
時
期
に
も
グ
ル
ー
プ
担
当
の
誰

か
が
必
ず
学
内
で
相
談
に
の
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

体
制
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
細
や
か

な
学
生
支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
昨
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
活
動
費
が
予

算
化
さ
れ
活
動
は
活
発
化
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
が「
学
生
と

共
に
大
学
の
伝
統
を
創
っ
て
い
く
」も
の

に
な
る
よ
う
運
営
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

　
教
員
は
、
で
き
る
だ
け
学
生
同
士
が

交
流
し
、
自
主
的
活
動
を
通
し
て
自
分

自
身
の
課
題
や
将
来
の
目
標
を
見
出

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
チ
ュ
ー
タ
ー
制
の

効
果
が
見
え
る
ま
で
に
は
少
し
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
仲
間
や

先
輩
、
後
輩
、

教
員
と
の
豊

か
な
関
係
の

中
で
培
っ
た

力
が
社
会
に

出
て
発
揮
で

き
る
よ
う
に

願
っ
て
い
ま

す
。

　
本
学
大
学
院
修
士
課
程
で
は
、
看
護

職
と
し
て
実
践
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
解
決
し
た
い
課
題
を
中
心

に
、
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
教

員
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
研
究
的
な
手

法
に
よ
っ
て
論
文
を
作
成
し
て
ゆ
き
ま

す
。
研
究
領
域
と
し
て
は
、
国
際
、
教

育
、
管
理
、
母
子
、
成
人
、
老
年
・
精
神
、

地
域
・
在
宅
の
各
看
護
学
が
あ
り
ま
す
。

院
生
は
、
研
究
法
や
看
護
の
理
論
や
実

践
に
関
わ
る
科
目
の
授
業
も
受
け
、
2

│

4
年
か
け
て
学
修
し
ま
す
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
院
生
に
と
っ
て
看
護
や
実

践
を
体
系
的
に
深
く
考
え
る
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
、2
0
1
5
年
3

月
に
第
2
期
修
了
生
4
名
が
修
士
の

学
位
を
授
与
さ
れ
て
社
会
に
出
ま
し
た
。

本
大
学
院
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
点
で

す
。

〇
在
職
の
ま
ま
就
学
可
能
な

　
長
期
履
修
制
度

　
2
年
間
の
修
業
年
限
で
は
仕
事
と
の

両
立
が
難
し
い
方
も
多
く
、
ほ
と
ん
ど

の
院
生
が
、
3
・
4
年
間
か
け
て
計
画

的
に
履
修
す
る
長
期
履
修
制
度
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
で
も
学
費
は

2
年
間
分
で
す
。

〇
少
人
数
学
習
で
の
細
や
か
な
指
導

　
院
生
一
人
に
責
任
を
持
っ
て
修
士
論

文
を
指
導
す
る
教
員
が
2
名
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
授
業
や
学
生
生
活
に
関
し
て
、

教
員
や
上
級
学
生
が
相
談
に
乗
っ
た
り

助
言
を
し
ま
す
。
授
業
も
少
人
数
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
課
題
の
ま
と
め
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
院
生
一
人
ず

つ
に
目
配
り
し
た
丁
寧
な
履
修
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

〇
国
際
的
視
点
か
ら
の
看
護
の
理
解

　
タ
イ
、
米
国
な
ど
海
外
の
講
師
や
国

際
活
動
の
経
験
豊
か
な
教
員
に
よ
る
授

業
は
、
日
常
的
な
視
野
か
ら
解
放
さ
れ

て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
看
護
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
学
習
環
境
の
整
備

　
院
生
専
用
の
研
究
室
は
Ｐ
Ｃ
を
備
え
、

休
日
、
夜
間
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま

た
、
図
書
館
で
は
、

国
内
外
の
看
護
専
門

雑
誌
を
閲
覧
し
、
研

究
論
文
を
検
索
す
る

文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

〇
院
生
と
教
員
の

　
継
続
的
つ
な
が
り

　
様
々
な
領
域
の
経

験
豊
か
な
教
員
や
院

生
と
の
交
流
の
中
で
、

職
場
や
経
験
の
違
い

を
超
え
た
多
彩
な

指
導
者
・
仲仲
間間
に
出
会
え

に
出
会
え
、、

大
学
院
修
了
後
も
継
続
す
る
つ
な
が
り

が
深
ま
り
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
自
身

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
専
門
職
と
し
て
の

仕
事
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。



1年前期

教養科目

＋

介護福祉士資格科目は
全科目必修（卒業要件）

教養科目基礎（必修）以外は自由選択
福祉ケア
コース

福祉
ビジネス
コース 介護福祉士資格科目（選択）と

卒業要件（必修）

教養科目基礎（必修）
・教養（選択）

1年目
教養科目

専門基礎科目

1年次
教養科目と専門基礎科目

2年次
専攻教養科目と専門科目

2年目
専門基礎・専攻教養

専門基科目

※2年間の学費を3年間で分割長期履修3年のイメージ

通常の2年課程

卒
業
資
格
と
介
護
福
祉
士

国
家
資
格
取
得

長期履修4年のイメージ ※2年間の学費を4年間で分割

3年目
専攻教養科目
専門科目

1年目
教養科目

専門基礎科目①

2年目
教養科目

専門基礎科目②

3年目
専攻教養科目
専門科目①

4年目
専攻教養科目
専門科目②

資格
（選択必修）

（全員共通）

コ
ー
ス
選
択

学習プロセス&プログラム

専門教育
科目

1年後期 2年前期 2年後期

　
八
ヶ
岳
と
浅
間
山
を
南
北
に

望
む
佐
久
大
学
で
、
学
部
学
生

の
教
育
と
、
大
学
院
の
開
設
当

初
か
ら
2
期
生
4
名
を
送
り
だ

す
時
期
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事
を
し
た

教
職
員
の
方
々
、
学
生
・
院
生
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大
学
の
今
後
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

退
職
教
員
紹
介

佐
久
学
園
で
教
育
に
携
わ
っ
た
先
生
方
か
ら

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

卒
業
生
・
修
了
生

■
超
高
齢
社
会
で
必
要
な
福
祉
の
視
点

　
日
本
の「
超
高
齢
社
会
」
と
い
う
状
況
は
、

福
祉
と
い
う
視
点
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

に
必
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士
と
し
て
専
門
的
知
識
・
技
術
を

持
っ
て
働
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
職
業
で
も
「
福
祉
の
視
点
」
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
高

齢
者
も
障
が
い
が
あ
る
人
も
、
皆
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
は
「
福
祉
の
視
点
」
が
必
要

な
の
で
す
。

■
本
学
の
新
し
い
取
り
組
み

　
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
と
い
う
使
命
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、よ
り
広
く
福
祉
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
、

「
福
祉
の
視
点
」＝「
福
祉
マ
イ
ン
ド
」
を
持

っ
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
新
し
く「
コ
ー
ス
選
択
制
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
今
年
度

ス
タ
ー
ト
す
る「
長
期
履
修
制
度
」に
よ
っ
て
、

学
び
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
と
も
に
、
現

在
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
福
祉
マ
イ
ン
ド
を
プ
ラ
ス
す
る
と
い

う
選
択
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
本
学
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍

す
る
福
祉
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
職
業
人
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

　この事業は、平成26年12月1日に台湾のアジア

ン・ワイズと包括的連携に関する協定を締結し、最

初に行った事業です。

　台湾の高齢化は、日本を追随するように急激に

進んでいます。しかしながら台湾の現状は、介護サ

ービスの質が低く、安心できる介護の環境や人材

育成が整備されていません。

　このプログラムは、医療・福祉に従事しようとす

る学生を対象に、介護施設と人材養成施設で日本

の介護知識と介護技術を体験し、台湾の介護環境

の創成に取り組む人材を育てる目的で行いました。

　今回は、本学園と連携協定を締結する社会福祉

法人ジェイエー長野会の特別養護老人ホーム「ロー

マンうえだ」の協力を得て、7名の介護研修生が佐

久大学信州短期大学部での講義・演習と合わせて、

約2週間充実した研修を行いました。

佐久大学信州短期大学部が変わります

新しい介護の学び方

台湾より研修生が来学し、日本の介護について勉強しました。台湾介護
研修

プログラ
ム

大学院／看護学部
研究科長

教授 別所 遊子

　
佐
久
大
学
に
入
職
し
2
年
半
、

47
名
の
修
了
生
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
1
学
年
15

〜
16
人
の
助
産
師
学
生
と
の
関

わ
り
の
中
で
私
自
身
が
多
く
の

事
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
学

教
職
員
の
方
々
や
関
連
施
設
の

皆
様
の
支
え
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

別科助産専攻／看護学部

准教授 木下 珠希

　
平
成
23
年
よ
り
母
性
看
護
学

の
教
員
と
し
て
4
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
た
の
は
、
佐
久
大
学

と
い
う
職
場
の
度
量
の
大
き
さ

と
教
職
員
の
方
々
の
温
か
い
ご

指
導
で
し
た
。
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

佐
久
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

看護学部／別科助産専攻

講師 臼井 淳美

　
私
に
と
っ
て
佐
久
大
学
の
設
立
は
、

看
護
学
生
時
代
に
抱
い
た
大
き
な
夢

を
実
現
す
る
こ
と
で
し
た
。
4
名
の

準
備
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
夢
を
実

現
す
る
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
実

感
で
き
る
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
大
学
で
働
き
な
が
ら
大
学
院
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の

夢
の
実
現
の
為
に
支
え
て
く
れ
た
多

く
方
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

看護学部

助教 羽毛田 博美

　
開
学
か
ら
7
年
、
無
事
に
勤

務
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
教
職
員
、

学
生
、
学
食
関
係
の
皆
様
、
実

習
研
究
協
力
施
設
と
住
民
の
皆

様
、
浅
間
山
、
新
幹
線
、
熊
の
リ

キ
く
ん
、
馬
の
フ
ァ
ル
コ
ン
…
。

い
た
だ
い
た
も
の
を
大
切
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆

様
お
元
気
で
！

看護学部

助教 中嶋 尚子

佐久大学信州短期大学部

学長 白井 汪芳　
佐
久
大
学
に
在
職
し
て
い
た

4
年
半
は
、
今
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
在
職
中
は
多
く
の
皆

様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
、
佐
久
大
学
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

看護学部

助手 小山 晶子

　
私
が
赴
任
し
た
1
9
9
2
年

当
時
、
小
海
線
か
ら
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
の
間
に
は
広
大
な
田
畑
が

あ
る
の
み
。
そ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
と
新
幹
線
開
通
を
契
機

に
大
き
く
開
発
さ
れ
、
現
在
の

街
並
み
に
変
容
し
ま
し
た
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
そ
の
様
子
を
見
て

い
た
者
と
し
て
は
、
魔
法
に
か

け
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。

信州短期大学部

教授 小林 啓志

　
介
護
福
祉
専
攻
開
設
か
ら
関

わ
ら
せ
て
頂
き
、
9
年
間
お
世

話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
志
を
高
く
持
っ
た

ピ
ュ
ア
な
学
生
達
と
共
に
学
び
合

え
た
時
間
は
、
私
の
人
生
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

佐
久
学
園
の
発
展
を
心
よ
り
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

信州短期大学部

准教授 加藤 みち代

　
仕
事
と
学
業
の
二
重
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
た
時
、
私
は
不
安
で

胸
が
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
応

援
し
て
く
れ
た
職
場
の
皆
、
厳

し
く
も
優
し
い
先
生
方
、
何
よ

り
も
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
に

支
え
ら
れ
卒
業
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
尊
敬
す
る
先
生
、
素

敵
な
仲
間
と
過
ご
せ
た
時
間
は

私
の
宝
物
で
す
。

　佐久大学信州短期大学部では、これからの時
代にさらに重要性を増す「介護」という仕事を担
う人材を育てるため、より学びやすい環境を用
意しました。

大学院看護学研究科

古越 小百合

　
大
学
で
は
看
護
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
こ
と
を
先
生

方
や
友
達
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
看
護
師
を
目
指
し

た
こ
と
や
、
佐
久
大
学
で
学
べ
た

こ
と
が
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
経

験
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
経
験
か
ら
、
今
後
の
課

題
や
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ

と
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

看護学部看護学科

原 結

　
助
産
学
実
習
で
は
、
個
別
性

に
対
す
る
看
護
、
継
続
し
た
助

産
師
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
1

年
間
助
産
師
と
し
て
の
使
命
と

や
り
が
い
を
見
出
し
、
よ
り
一
層

自
分
の
看
護
の
幅
が
広
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
び
を
忘

れ
ず
に
、
助
産
師
と
し
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

別科助産専攻

井上 明珠

　
2
年
間
の
短
大
生
活
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
学
校
生
活
、
勉
強
、

実
習
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
得
た
も
の

は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

楽
し
い
こ
と
も
、
辛
い
こ
と
も
一
緒

に
乗
り
越
え
た
仲
間
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
一
生
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
充
実
し
た
2
年
間
で
し
た
。

信州短期大学部

阿部 春香

　さまざまな制約を抱える皆さんにも広く学びの機会を提供す

るため、2年という修業年限を超えて学ぶことができる制度を

設けました。個人の事情に合わせて柔軟な履修計画を立て3年

間あるいは4年間で卒業資格と介護福祉士国家資格を取得する

ことができます。また、短期大学で学ぶ学費の総額は変わらな

いので、負担を軽減することができます。

　超高齢社会で求められる人材の育成を図るためコース制を導

入します。介護福祉士のみでなく、健康や福祉に関する分野に

も視野を広げた幅広い学びを通して、福祉マインド（心・精神）

を身につけるためのカリキュラムを用意しました。学生は1年

次後期からコースを選択します。

○福祉ケアコース／介護福祉士の国家資格取得を目指し、福祉

　施設、病院等で介護福祉士として活躍する人材を目指します。

○福祉ビジネスコース／一般企業、公務員、福祉施設、病院等

　に活躍の場を求め、福祉マインドを備え、地域に貢献する人

　材を目指します。

［5］ ［4］佐久の薫風　Vol.2　　平成27年4月30日 佐久の薫風　Vol.2　　平成27年4月30日



1年前期

教養科目

＋

介護福祉士資格科目は
全科目必修（卒業要件）

教養科目基礎（必修）以外は自由選択
福祉ケア
コース

福祉
ビジネス
コース 介護福祉士資格科目（選択）と

卒業要件（必修）

教養科目基礎（必修）
・教養（選択）

1年目
教養科目

専門基礎科目

1年次
教養科目と専門基礎科目

2年次
専攻教養科目と専門科目

2年目
専門基礎・専攻教養

専門基科目

※2年間の学費を3年間で分割長期履修3年のイメージ

通常の2年課程

卒
業
資
格
と
介
護
福
祉
士

国
家
資
格
取
得

長期履修4年のイメージ ※2年間の学費を4年間で分割

3年目
専攻教養科目
専門科目

1年目
教養科目

専門基礎科目①

2年目
教養科目

専門基礎科目②

3年目
専攻教養科目
専門科目①

4年目
専攻教養科目
専門科目②

資格
（選択必修）

（全員共通）

コ
ー
ス
選
択

学習プロセス&プログラム

専門教育
科目

1年後期 2年前期 2年後期

　
八
ヶ
岳
と
浅
間
山
を
南
北
に

望
む
佐
久
大
学
で
、
学
部
学
生

の
教
育
と
、
大
学
院
の
開
設
当

初
か
ら
2
期
生
4
名
を
送
り
だ

す
時
期
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
緒
に
仕
事
を
し
た

教
職
員
の
方
々
、
学
生
・
院
生
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大
学
の
今
後
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

退
職
教
員
紹
介

佐
久
学
園
で
教
育
に
携
わ
っ
た
先
生
方
か
ら

学
生
生
活
を
振
り
返
っ
て

卒
業
生
・
修
了
生

■
超
高
齢
社
会
で
必
要
な
福
祉
の
視
点

　
日
本
の「
超
高
齢
社
会
」
と
い
う
状
況
は
、

福
祉
と
い
う
視
点
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

に
必
要
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士
と
し
て
専
門
的
知
識
・
技
術
を

持
っ
て
働
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
外

の
職
業
で
も
「
福
祉
の
視
点
」
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
高

齢
者
も
障
が
い
が
あ
る
人
も
、
皆
が
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
は
「
福
祉
の
視
点
」
が
必
要

な
の
で
す
。

■
本
学
の
新
し
い
取
り
組
み

　
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
と
い
う
使
命
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、よ
り
広
く
福
祉
と
い
う
も
の
を
と
ら
え
、

「
福
祉
の
視
点
」＝「
福
祉
マ
イ
ン
ド
」
を
持

っ
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
新
し
く「
コ
ー
ス
選
択
制
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
今
年
度

ス
タ
ー
ト
す
る「
長
期
履
修
制
度
」に
よ
っ
て
、

学
び
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
と
も
に
、
現

在
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
に
福
祉
マ
イ
ン
ド
を
プ
ラ
ス
す
る
と
い

う
選
択
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
本
学
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
活
躍

す
る
福
祉
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
職
業
人
を
目

指
し
て
く
だ
さ
い
。

　この事業は、平成26年12月1日に台湾のアジア

ン・ワイズと包括的連携に関する協定を締結し、最

初に行った事業です。

　台湾の高齢化は、日本を追随するように急激に

進んでいます。しかしながら台湾の現状は、介護サ

ービスの質が低く、安心できる介護の環境や人材

育成が整備されていません。

　このプログラムは、医療・福祉に従事しようとす

る学生を対象に、介護施設と人材養成施設で日本

の介護知識と介護技術を体験し、台湾の介護環境

の創成に取り組む人材を育てる目的で行いました。

　今回は、本学園と連携協定を締結する社会福祉

法人ジェイエー長野会の特別養護老人ホーム「ロー

マンうえだ」の協力を得て、7名の介護研修生が佐

久大学信州短期大学部での講義・演習と合わせて、

約2週間充実した研修を行いました。

佐久大学信州短期大学部が変わります

新しい介護の学び方

台湾より研修生が来学し、日本の介護について勉強しました。台湾介護
研修

プログラ
ム

大学院／看護学部
研究科長

教授 別所 遊子

　
佐
久
大
学
に
入
職
し
2
年
半
、

47
名
の
修
了
生
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
1
学
年
15

〜
16
人
の
助
産
師
学
生
と
の
関

わ
り
の
中
で
私
自
身
が
多
く
の

事
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
学

教
職
員
の
方
々
や
関
連
施
設
の

皆
様
の
支
え
の
賜
物
と
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

別科助産専攻／看護学部

准教授 木下 珠希

　
平
成
23
年
よ
り
母
性
看
護
学

の
教
員
と
し
て
4
年
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
せ
た
の
は
、
佐
久
大
学

と
い
う
職
場
の
度
量
の
大
き
さ

と
教
職
員
の
方
々
の
温
か
い
ご

指
導
で
し
た
。
心
か
ら
感
謝
致
し

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

佐
久
大
学
の
益
々
の
ご
発
展
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。

看護学部／別科助産専攻

講師 臼井 淳美

　
私
に
と
っ
て
佐
久
大
学
の
設
立
は
、

看
護
学
生
時
代
に
抱
い
た
大
き
な
夢

を
実
現
す
る
こ
と
で
し
た
。
4
名
の

準
備
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
夢
を
実

現
す
る
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
を
実

感
で
き
る
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
大
学
で
働
き
な
が
ら
大
学
院
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の

夢
の
実
現
の
為
に
支
え
て
く
れ
た
多

く
方
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

看護学部

助教 羽毛田 博美

　
開
学
か
ら
7
年
、
無
事
に
勤

務
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
教
職
員
、

学
生
、
学
食
関
係
の
皆
様
、
実

習
研
究
協
力
施
設
と
住
民
の
皆

様
、
浅
間
山
、
新
幹
線
、
熊
の
リ

キ
く
ん
、
馬
の
フ
ァ
ル
コ
ン
…
。

い
た
だ
い
た
も
の
を
大
切
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
皆

様
お
元
気
で
！

看護学部

助教 中嶋 尚子

佐久大学信州短期大学部

学長 白井 汪芳　
佐
久
大
学
に
在
職
し
て
い
た

4
年
半
は
、
今
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
在
職
中
は
多
く
の
皆

様
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
、
佐
久
大
学
の
益
々
の
ご
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

看護学部

助手 小山 晶子

　
私
が
赴
任
し
た
1
9
9
2
年

当
時
、
小
海
線
か
ら
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
の
間
に
は
広
大
な
田
畑
が

あ
る
の
み
。
そ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
と
新
幹
線
開
通
を
契
機

に
大
き
く
開
発
さ
れ
、
現
在
の

街
並
み
に
変
容
し
ま
し
た
。
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
そ
の
様
子
を
見
て

い
た
者
と
し
て
は
、
魔
法
に
か

け
ら
れ
た
よ
う
な
気
分
で
す
。

信州短期大学部

教授 小林 啓志

　
介
護
福
祉
専
攻
開
設
か
ら
関

わ
ら
せ
て
頂
き
、
9
年
間
お
世

話
に
な
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
志
を
高
く
持
っ
た

ピ
ュ
ア
な
学
生
達
と
共
に
学
び
合

え
た
時
間
は
、
私
の
人
生
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

佐
久
学
園
の
発
展
を
心
よ
り
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

信州短期大学部

准教授 加藤 みち代

　
仕
事
と
学
業
の
二
重
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
た
時
、
私
は
不
安
で

胸
が
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
、
応

援
し
て
く
れ
た
職
場
の
皆
、
厳

し
く
も
優
し
い
先
生
方
、
何
よ

り
も
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
に

支
え
ら
れ
卒
業
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
尊
敬
す
る
先
生
、
素

敵
な
仲
間
と
過
ご
せ
た
時
間
は

私
の
宝
物
で
す
。

　佐久大学信州短期大学部では、これからの時
代にさらに重要性を増す「介護」という仕事を担
う人材を育てるため、より学びやすい環境を用
意しました。

大学院看護学研究科

古越 小百合

　
大
学
で
は
看
護
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
こ
と
を
先
生

方
や
友
達
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

振
り
返
る
と
看
護
師
を
目
指
し

た
こ
と
や
、
佐
久
大
学
で
学
べ
た

こ
と
が
よ
か
っ
た
と
感
じ
た
経

験
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
経
験
か
ら
、
今
後
の
課

題
や
目
標
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ

と
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

看護学部看護学科

原 結

　
助
産
学
実
習
で
は
、
個
別
性

に
対
す
る
看
護
、
継
続
し
た
助

産
師
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
1

年
間
助
産
師
と
し
て
の
使
命
と

や
り
が
い
を
見
出
し
、
よ
り
一
層

自
分
の
看
護
の
幅
が
広
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
び
を
忘

れ
ず
に
、
助
産
師
と
し
て
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

別科助産専攻

井上 明珠

　
2
年
間
の
短
大
生
活
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
学
校
生
活
、
勉
強
、

実
習
は
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
得
た
も
の

は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
し
た
。

楽
し
い
こ
と
も
、
辛
い
こ
と
も
一
緒

に
乗
り
越
え
た
仲
間
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
一
生
忘
れ
る
こ
と

の
な
い
充
実
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信州短期大学部

阿部 春香

　さまざまな制約を抱える皆さんにも広く学びの機会を提供す

るため、2年という修業年限を超えて学ぶことができる制度を

設けました。個人の事情に合わせて柔軟な履修計画を立て3年

間あるいは4年間で卒業資格と介護福祉士国家資格を取得する

ことができます。また、短期大学で学ぶ学費の総額は変わらな

いので、負担を軽減することができます。

　超高齢社会で求められる人材の育成を図るためコース制を導

入します。介護福祉士のみでなく、健康や福祉に関する分野に

も視野を広げた幅広い学びを通して、福祉マインド（心・精神）

を身につけるためのカリキュラムを用意しました。学生は1年

次後期からコースを選択します。

○福祉ケアコース／介護福祉士の国家資格取得を目指し、福祉

　施設、病院等で介護福祉士として活躍する人材を目指します。

○福祉ビジネスコース／一般企業、公務員、福祉施設、病院等

　に活躍の場を求め、福祉マインドを備え、地域に貢献する人

　材を目指します。
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　佐久市と佐久大学、佐久総合病院、企業などが連携し
「足育」に取り組みます。佐久大学が事務局となります。

佐久市足育推進協議会設立10 2

佐久大学喀痰吸引等研修
2015オープンキャンパス

教員免許状更新講習

臨地実習指導者研修セミナー

お知らせ

介護環境改善研究事業
　佐久大学信州短期大学部では、平成26年度長野県・大学地域連携事業補助金

採択事業として「介護環境改善研究」事業を行いました。

■平成26年9月6日（土） 第3回 介護環境改善研究会
■認知症の理解　公開連続講演会
　第1回「画像でわかる認知症診断」
　第2回「認知症の症状と診断」
　第3回「認知症ケア」
　第4回「やさしさを伝えるケア技術～ユマニチュード～」

募集期間／平成27年7月1日（水）～7月17日（金）
定員／50名
研修期間／基本研修・講義　8月5日（水）～28日（金）のうち7日間
　　　　　基本研修・演習　9月2日（水）、3日（木）

　平成27年度はさらに介護職者や介護に携わる人の介護

技術支援や生活支援技術の改善・向上につなげることを

目的に事業を行います。

　下記の日程にて実施する予定です。詳細は募集開始後に本学および長野県の
ホームページに掲載いたします。

　8月最終週の3日間で予定しています。詳細は決まり次第本学ホームページに掲載いたします。

募集期間／平成27年5月18日（月）～7月3日（金）
定員／40名～100名　※講習により定員が違います。
講習日程／必修科目　8月30日（日）、9月5日（土）
　　　　　選択科目　8月2日（日）～6日（木）、9日（日）、22日（土）、23日（日）、9月6日（日）

　下記の日程で実施を計画しています。募集要項・申込書は5月中旬以降に本学ホームペー
ジに掲載いたします。

①介護環境改善研究会
②介護環境改善講演会：テーマ「認知症の予防」
③介護福祉機器展の視察
④新しい介護福祉用具の開発
⑤介護機器・用具の紹介、支援技術の指導・公開

※詳細は本学ホームページ等でお知らせします。

平成27年度 継続予定事業

平成27年度 研修等のお知らせ

平成26年度 主な実施事業

キャンパストピックス

■佐久大学・
　佐久大学信州短期大学部 同時開催

■佐久大学信州短期大学部のみ開催

　短大1年生が初めての介護実習を前に立誓式を行いま
した。

立誓式1111

　佐久大学とブラパ大学看護学部が学術交流協定を結
びました。学術的な共同研究の第一弾として、トヨタ
財団から助成金を受けて、高齢者のヘルスケアに関す
る効果的な地域ネットワークの構築を行います。本学
と佐久市、ブラパ大学とサンスク町が連携し、建設的
な施策の検討を開始しました。

ブラパ大学看護学部と協定1118

　4年間の学びの集大成として、指導教官の下、自ら
決めたテーマについて文献を収集、検討し研究として
まとめ発表しました。

看護学研究発表12 5

　佐久市が普及に
取り組む健康長寿
食「ぴんころ食」
が、「ぴんキラ★ラ
ンチ」として本学食
堂のメニューに登
場しました。

ぴんキラ★ランチ12 5

　学生と教員が第
32回佐久地区ボラ
ンティア地域活動フ
ォーラムに参加し、佐
久地域の防災力につ
いて考えました。

第32回佐久地区ボランティア
地域活動フォーラム

1216

　短大生が2年間で行った実習の成果として、介護計画
の立案過程や実施計画、課題等をまとめて発表しました。

事例研究発表会1220

　別科助産専攻の
学生が野沢南高校
2年生に「大切にし
よう～自分と相手
と命～」と題し出
前授業を行いまし
た。

出前授業1 21

　学校法人佐久学園と社会福祉法人ジェイエー長野会
との連携に関する協定書の調印式が執り行われました。

ジェイエー長野会と連携協定1 29

　学生サークルさ
くぴあが北御牧中
学校2年生に「考え
よう！産むこと産
まないこと」とい
うテーマで出前授
業を行いました。

出前授業2 26

　佐久大学信州短期大学部と丸子修学館高等学校は連
携協定を結びました。

丸子修学館高校と連携協定2 27

　平成26年度私立大学等教育研究活性化設備整備事
業による教室整備を行いました。

2200教室リニューアル2 28

修了生を祝う会

3 14

3

卒業式・卒業パーティー

卒業パー
ティー

卒業式

3 13
14

　地域交流サークルの学生9名が、浅間地区公民館の
つどいに参加し、地元グループの方と一緒にロック
ソーランを披露しました。

ロックソーラン2 22

　学生・教職員の協力によりクリ
スマスカード453枚が完成し、
浅間総合病院看護部に届けました。

クリスマスカード12

12

9

　佐久総合病院佐久医療センターにて行われたクリス
マスコンサートに学生が参加しました。

クリスマスコーラス11

　学生サークルさくぴあが上田・佐久地区の保健師・検
査技師とエイズ予防の啓発活動をイオンモール佐久平
で行いました。

エイズ予防啓発活動1130

　長野市で開催されたイベントに短大生が参加し、盛
岡理事長による講演等を聴講しました。

介護の日のつどい1111

　東信地区の医療機関に勤務する看護管理者を対象に
「SAKU看護管理研究会」を立ち上げました。隔月で
開催しています。

第2回SAKU看護管理研究会1114

　2号館西側にエレベー
タが設置されました。

エレベータ完成1117

　「ぞっこん！さく市」に、学友会と教職員が『健康テー
マパーク』フットケア、救護班等の催しに参加しました。

ぞっこん佐久市11 4

　第7回秋桜祭（佐久大学）・第27回信陽祭（佐久大学
信州短期大学部）が開催されました。

大学祭11 1
2

※大学院・別科助産専攻の進学相談も同時開催します。

※詳細は本学ホームページで随時ご案内いたします。

5/9（土）、7/18（土）、9/12（土）

6/27（土）、8/8（土）、8/29（土）
11：00～16：00
全体説明会／ランチ体験／キャンパスツアー／
看護・介護体験／在学生との懇談／模擬授業など
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【就職】小諸厚生総合病院／北アルプス医療センターあづみ病院／北信総
合病院／佐久総合病院／篠ノ井総合病院／下伊那厚生病院／新町病院／長
野松代総合病院／富士見高原医療福祉センター／鹿教湯三才山リハビリテ
ーションセンター／浅間総合病院／飯田市立病院／相澤病院／信州大学医学
部附属病院／長野県立阿南病院／長野県立こども病院／長野赤十字病院／
諏訪赤十字病院／健和会病院／長野中央病院／長野市民病院／小諸高原病
院／新生病院／市立甲府病院／山梨県立中央病院／山梨大学医学部附属病
院／あさひの丘病院／川崎幸病院／藤沢市民病院／日本医科大学附属病院
／昭和大学病院／春日部中央総合病院／名古屋医療センター／佐久市／小
諸市／山形村／東京都福祉保健局
【進学】佐久大学別科助産専攻

■日本私立学校振興・共済事業団 
　平成26年度私立大学等経常費補助金
　特別補助「未来経営戦略推進経費」採択 
　補助額 3,905千円

　「私立大学等改革総合支援事業」選定 
　経常費補助金を増額

 ■文部科学省 
　平成26年度私立大学等教育研究活性化設備整
　備事業補助金 
　タイプ1「教育の質的転換」採択 
　補助交付決定額 8,145千円

 ■長野県 
　平成26年度大学・地域連携事業補助金 採択 
　補助金内示額 2,450千円

　平成27年3月14日（土）、平成26年度卒業式後に第4回入会式と第5回
総会が行われました。総会での議案も全て議決承認されました。これから、
秋桜会として様々な企画を通して同窓生だけでなく、在学生や地域の方々
との交流の場を増やしていければと考えています。皆さんの御協力をお願
いします。

■お知らせ 氏名・住所・勤務先等、登録情報に変更がありましたら下記まで、連
絡をお願いします。また、同窓会へのご意見・ご要望等もお寄せくだ
さい。

■役員紹介 会長 浅野 祐樹　　　副会長 青木 友香理

平成26年度事業報告及び収支決算報告
平成27年度事業計画及び収支予算書
平成27年度役員選任について
会則の改定（信州短期大学部のみ）

■平成27年度 新役員紹介
佐久大学後援会
会長／田嶋丈司　　副会長／飯島久幸

佐久大学信州短期大学部後援会
会長／佐瀬雅子　　副会長／片井美保

皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

佐久大学信州短期大学部［4月3日（金）］、佐久大学
［4月4日（土）］に定期総会が開催され、下記の議案
について承認されました。

　「みんなで合格100％！に応えられなかった」と不合格者が異口同音に語った。全員合
格まであとわずか。難化傾向の国家試験対策には、勉学姿勢とくに丸暗記でない、看護
専門職としての根拠に基づいた判断力が育つ日頃の学びが欠かせません。大学では国家
試験の合格と学びの喜び・深化とが表裏一体となるよう学習支援しています。

看護学部看護学科

平成26年度 進路一覧

【就職】丸の内病院／聖路加国際病院／小諸厚生総合病院／市立甲府病院／
飯山赤十字病院／北信総合病院／JA広島総合病院／佐久総合病院佐久医療
センター／長野松代総合病院／上越総合病院／柏崎総合医療センター／長野
中央病院／篠ノ井総合病院／北信総合病院

別科助産専攻

【就職】シルバーランドみつい・きしの／佐久愛の郷／のべやま／りんごの郷
／ローマンうえだ／うつくしの里／千曲園／いこい／佐久福寿園／恵仁会／さ
くら苑／コンフォート岡田／結いの家／御代田町社会福祉協議会／須坂やす
らぎの園／やすらぎの園／さくら／鹿教湯三才山リハビリテーションセンター
鹿教湯病院／メディトピア小諸／北アルプス医療センターあづみ病院／佐久
療護園／グループホームせせらぎ／陽だまりの家／ハートフルケアたてしな 
／ゼビオ株式会社

佐久大学信州短期大学部

平成26年度補助金採択事業

平成27年度
後援会定期総会について

平成26年度 国家試験受験状況

佐久大学同窓会「秋桜会」　
定期総会が開催されました

秋桜会事務局（学生課）電話 0267-68-6680　E-mail.cosmos@saku.ac.jp

第104回看護師

第101回保健師

第098回助産師

82名

81名

15名

78名

81名

15名

95.1%

100.0%

100.0%

受験者数（新卒者） 合格者数 合格率

95.5%

99.6%

99.9%

全国平均
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集
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記
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写真：大渕 律子

　心臓移植手術が必要な小松愛子ち
ゃんのため、10月中旬から11月1日・
2日の大学祭まで募金活動を行いま
した。大学祭にご来場の皆様と学生・
教職員の募金、大学祭実行委員会の
模擬店売上を合わせ、募金総額は
114,061円となり、あいこちゃん
を救う会事務局へ大学祭実行委員長

より手渡しました。大勢の皆様にご協力いただき本当にありがとうござい
ました。
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